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萩
谷
総
合
公
園 

開
園
は
平
成
１０
年
、
比
較
的

施
設
も
新
し
く
伸
び
伸
び
遊
ば

せ
ら
れ
ま
す
。 

駐
車
場
は
右
側
奥
、
左
側
に

は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。 

各
種
競
技
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
除

く
と
、
傾
斜
地
を
利
用
し
た
中

規
模
な
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で
す
。 

園
内
に
は
東
海
自
然
歩
道
が

縦
断
し
て
お
り
、
サ
ッ
カ
ー
場

の
奥
に
は
体
験
の
森
・
観
察
の

森
・
チ
ョ
ウ
の
森
等
の
散
策
路

も
有
り
ま
す
。
景
勝
地
・
摂
津

峡
へ
の
連
絡
路
も
あ
り
ま
高
槻

市
は
、
歴
史
好
き
に
は
古
墳
の

宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
に
は
、「
ス

ペ
ラ
ン
ツ
ァ
高
槻
」（
Ｌ
リ
ー
グ

加
盟
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
）
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
す
。

そ
の
ス
ペ
ラ
ン
ツ
ァ
高
槻
が
ホ

ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
と
し
て
い
る

の
が
荻
谷
総
合
運
動
公
園
の
サ

ッ
カ
ー
場
で
す
。 

萩
谷
公
園
は
、
サ
ッ
カ
ー

場
・
野
球
場
等
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
公
共
交
通
機
関
を
使

っ
て
行
く
に
は
苦
労
す
る
。 

バ
ス
で
行
く
場
合
、
摂
津
富
田

駅
か
ら
１
時
間
に
一
本
程
度
の

バ
ス
が
出
て
い
る
。 

健
脚
の
方
は
歩
い
て
い
く
の
も

い
い
が
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と
い
う

よ
り
は
登
山
に
近
い
ス
タ
イ
ル

で
行
っ
て
ほ
し
い
。 

こ
こ
で
サ
ッ
カ
ー
の
公
式
戦
を

や
る
と
は
い
い
度
胸
を
し
て
い

る
。 

 

こ
の
公
園
は
、
サ
ッ
カ
ー
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
「
運
動

系
ゾ
ー
ン
」、
家
族
連
れ
な
ど
が

楽
し
め
る
多
目
的
広
場
や
わ
ん

ぱ
く
広
場
な
ど
の
「
休
養
・
遊

戯
ゾ
ー
ン
」、
森
林
浴
、
森
林
体

験
や
野
鳥
観
察
な
ど
も
楽
し
め

る
体
験
の
森
、
観
察
の
森
、
チ

ョ
ウ
の 

里
、
梢
の
森
な
ど
の 

「
自
然
系
ゾ
ー
ン
」
が
あ
る
。 

公
園
全
体
で
緑
地
を
７０
％

以
上
残
し
、
高
槻
市
の
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
を
生
か
し
、
ま
た
、

園
内
か
ら
東
海
自
然
歩
道
や

萩
谷
連
絡
道
に
よ
り
隣
接
す

る
摂
津
峡
公
園
へ
散
策
す
る

こ
と
が
で
き
、
自
然
と
親
し
む

場
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
集
い
の
広
場
」
展
望
機
能
を

持
っ
た
小
広
場
で
、
バ
ー
ゴ
ラ
、

ベ
ン
チ
、
水
飲
み
場
な
ど
も
あ

る
。 

「
わ
ん
ぱ
く
広
場
」
な
だ
ら
か

な
斜
面
を
い
か
し
、
約
４０m

の

ロ
ー
ラ
ー
ス
べ
リ
台
２
基
や

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
、
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
な
ど
を
配

置
し
、
家
族
連
れ
で
楽
し
め
る

広
場
で
す
。 

萩
の
杜 

今
年
で
設
立
１０
周
年
。 

設
立
の
準
備
段
階
か
ら
関

わ
っ
た
人
の
お
話
を
以
前
に

お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
施
設
を

見
学
さ
せ
て
頂
き
、
建
設
し
た

い
の
力
強
い
気
持
と
粘
り
強

い
行
動
力
を
要
し
た
も
の
と

思
い
ま
す
。 

こ
の
10
年
の
間
に
行
わ
れ

て
き
た
活
動
と
蓄
積
さ
れ
て

き
た
実
績
が
、
十
周
年
記
念
事

業
の
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
発
表
さ
れ
る
も
の
と
思
い

ま
す
。 

今
回
の
施
設
見
学
で
、
明
る

く
・
温
か
い
施
設
で
有
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。 

萩
の
杜
は
、
知
的
な
障
害
を

持
つ
人
の
暮
ら
し
、
働
き
、
楽

し
み
を
地
域
と
の
関
わ
り
の

中
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

通
所
部
は
、
在
宅
の
方
が
通

所
し
て
き
て
、
萩
の
杜
が
日
中

活
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。 

暮
ら
す
こ
と
の
支
援
で
は
、

小
さ
な
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら

れ
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
普
通
の

暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う
し
て

お
ら
れ
ま
す
。 

働
く
こ
と
の
支
援
で
は
、
毎

日
定
刻
に
外
の
施
設
で
働
き

に
行
く
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

高
槻
市
は
「
市
立
つ
き
の
き

学
園
」（
知
的
障
害
者
通
所
更

正
施
設
）
と
「
市
立
か
し
の
き

園
」（
肢
体
不
自
由
者
通
所
訓

練
施
設
）
の
２
施
設
を
統
合
し
、

市
立
養
護
学
校
跡
地
に
新
設

し
、平
成
２１
年
４
月
か
ら
民
間

（
杉
の
子
会
）
で
継
承
運
営
さ

れ
る
。 

運
営
は
、
自
立
支
援
法
に
お

け
る
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
「
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）

事
業
」
、
「
生
活
介
護
事
業
」
、

「
就
労
継
続
事
業
Ｂ
型
」、「
就

労
移
行
支
援
事
業
」、「
短
期
入

所
事
業
」、「
日
中
一
時
支
援
事

業
」、「
相
談
支
援
事
業
」
の
７

つ
の
事
業
を
行
わ
れ
る
。  

松
上
利
男
統
括
施
設
長
よ

り
「
自
閉
症
の
方
は
男
の
方
が

７
割
方
で
す
。」
と
お
聞
き
し

て
驚
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
も
、
男
と
女
の
違
い
が
有

る
の
か
と
驚
く
ば
か
り
で
す
。 

男
の
方
が
碁
会
所
で
碁
を
打

っ
て
い
て
も
相
手
の
名
前
も

知
ら
ず
に
碁
だ
け
打
っ
て
帰

っ
て
来
て
い
る
お
年
寄
り
が

居
る
と
聞
い
た
事
が
有
り
ま

す
が
、
男
に
は
情
報
交
換
能
力

が
乏
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

「
男
の
脳
」
と
「
女
の
脳
」
に

は
ど
こ
か
に
違
い
が
有
る
の

で
し
ょ
う
。 

松
上
施
設
長
に
は
丁
寧
に
長

時
間
ご
説
明
と
案
内
を
し
て

頂
き
本
当
に
有
り
難
う
御
座

い
ま
し
た
。 

 
 
 

 

10月度行事予定 
“歴史を回顧するまち：梶原・上牧 ” 

月 日：平成20年10月16日（木） 
集合場所：阪急上牧駅改札出口 13:00集合 
順 路：阪急上牧駅→神南備の森伝承地→妙浄寺→梶原一 

里塚→一乗寺→畑山神社→田中寺→梶原瓦窯跡→延命寺
→子育て地蔵→阪急 高槻駅  

そ の 他：①一般参加者歓迎です。 ②ハイキングスタイル  

11月度行事予定 
“天下分け目の天王山：大山崎 ” 

月 日:平成２０年１１月２０日（木）  
集合場所:ＪＲ山崎駅 改札出口 １０：００集合 
順 路:ＪＲ山崎駅→宝積寺→旗立松・三川合流展望台 
→酒解神社→天王山山頂→観音寺（山崎聖天）→ＪＲ山崎駅  
そ の 他:①一般参加者歓迎です。② お弁当を持参下さい。 
③大山崎ふるさとガイドの会に案内と説明をして頂く予定です。 
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わ
が
ま
ち
紹
介 

萩 

谷 

〝
緑
豊
か
な
山
の
中
の 

運
動
公
園
の
ま
ち
〞 


